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1: 50, 000 地質図幅

説          明           書                                                                                  (昭和33年稿)

  

                　   金　　　沢
                       　        　( 金沢－第 26 号 )

　　本図幅調査は城端・石動・八尾・五百石の各図幅調査と平行して，昭和 31 年

　度に行われた。本稿中，応用地質の地下水の項に関しては，本所森和雄技官が担

　当した。また現地調査にあたっては，金沢大学の絈野義夫助教授に多くの教示お

　よび調査上の便宜をうけた。

　　　　　　　　　   　　　   　I.　地　　　形

　本図幅地域は日本海に面し，地域の中心に北陸の古都金沢市がある。市の東方には

礪波丘陵が，南方には富樫山地があり，いずれも北西方に低くなり，加賀平野とな

る。

　礪波丘陵は加賀平野と図幅地域外の東方礪波平野との間にあり，新第三系中上部の

地層からなる。新第三系は全体としてきわめて緩やかな傾斜を示し，海抜 150m 以

下の低平な地形をつくっているが，丘陵の西縁部では，地層は北西方に急傾斜して，

いわゆる森本撓曲をなし，このため丘陵の末端では北東 - 南西方向に直線的に急崖が

発達しており，地質構造がよく現地形にあらわれている。丘陵地は森本川・金腐川・

多数の小河川およびそれらの支谷によって開析され，複雑な細長い稜線が発達してい

る。丘陵地の南部には第四紀の火山岩からなる戸室山 ( 海抜 547.9m) が，丘陵地に

ドーム状に突出している。

　金沢市南方の富樫山地は標高 250m 以下の前縁山地で，支谷の少ない小河川によっ

て深く開析されているために，山頂部には鋭い稜線が発達せず，河川の方向も直線的

である。礪波丘陵と同じく，山地を構成する地層は新第三系で，山地の北西縁では地

層は平野に向かって急傾斜している。
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　礪波丘陵と富樫山地との間を犀川および浅野川が，北西方に平行して流れている。

両河川の河岸には 4 ～ 5 段の段丘が認められる。このうち著しいものは金沢市内にま

で延びており，金沢大学や兼六園はこの段丘の上にある。これらの段丘から古地形を

復元すると，両河川はもともと 1 本の河川であったことが推定される。この河を古犀

川と仮称すると，古犀川は新第三系の地質構造から向斜谷として発達したものである

ことがわかる。

　加賀平野は地形的に金石と金沢市の北方とを結ぶ線を境として，その北方の河北潟

周辺の冲積平地と，南西方地域外の手取川および古犀川扇状地とに区別される。

　河北潟は面積約 22.85km2，周囲約 27.3km，水深約 2m の湖沼で，本図幅地域に

はその南半部がみられる。河北潟に流入する河川は，図幅地域内では森本川・金腐川

および浅野川で，これらの河川のもたらす土砂によって，三角洲が形成され河北潟は

徐々に埋積されている。河北潟の排水口は南西端の大野川で，潟の水面と海水面との

高度差が約 40cm であるために，海水の流入が容易で，汽水湖となっている。潟の周

辺は平坦な冲積平地である。

　手取川および古犀川の扇状地地域は，富樫山地の山麓部から海岸線に向かって，約

1/150 の勾配をもつ平野である。

　図幅地域内の海岸線は北東 - 南西方向に一直線に走っている。海岸には砂丘がある

が，砂丘の発達は手取川扇状地が海岸に達する地域では悪く，これより北東方に向か

って良好となる。したがって北東方の海岸は砂地であるが，南西方では砂・礫が多

い。

II.  　地　　　質

II.  1　概　　説

　本図幅地域は裏日本の新第三系分布地域のうち，いわゆる北陸区に属し，富山積成

盆地の西域にあたっている。

　富山積成盆地を構成する地層は，新第三紀の北陸層群 17) および第四紀の堆積物か

らなる。その総括的な層序および岩相的特徴を第 1 表に示す。
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　富山積成盆地は，基本的には東北東 - 西南西方向を軸とした北方に沈降する傾動運

動によって形成されたものであるが，第四紀には北北東 - 南南西方向の波曲運動が支

配的となり，山地部の隆起，平地部の沈降運動が，現在の地形によくあらわれてい

る 17)。

　本図幅地域には北陸層群の八尾累層以上の地層があらわれている。この層序関係を

第 2 表に示す。

第 2 表　地　質　総　括　表
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II.  2　北 陸 層 群

　北陸層群は富山積成盆地を構成する新第三系を総括したものである。新第三系は，

下位から楡原累層・岩稲累層・八尾累層・音川累層・氷見累層・埴生累層に区分され

る 17)。その地質時代は中新世中期から鮮新世にまたがり，広域にわたる初期の火山活

動の激しい時期を経て，徐々に積成盆地が発達し，ついで沈降運動の減少につれて，

次第に盆地が埋積されてゆく過程を示している。

　本図幅地域に分布する北陸層群は，積成盆地の西縁にあたっているため，上に述べ

たような北陸層群の一般的な性格を保ちながら，その岩相，堆積状態 . 火山活動，層

厚など，本図幅地域としての特性をもっている。

　II.  2.  1  八 尾 累 層

　八尾累層は八尾図幅地域では下位の岩稲累層に整合，部分的に不整合の関係で接し

ている。城端図幅地域では，本累層の中下部に石英安山岩質および流紋岩質火砕岩を

主とする医王山火砕岩層が発達する 13)。

　全般に海進初期の岩相変化のはげしい浅海相から，次第に安定した泥質の堆積相へ

の変化が認められる。とくにその中下部には Miogypsina,  Operculina などの有孔

虫化石とともに，中新世中期を指示する暖海性の八尾門ノ沢動物群が認められる。

　本図幅地域内では八尾累層の中部および上部が露出する。すなわち下位から砂子坂

凝灰質互層・七曲凝灰岩層・黒壁玄武岩・朝屋泥岩層である。

　砂子坂凝灰質互層

　本層は医王山火砕岩層の上に整合漸移的に重なる。図幅地域内ではその南東隅に上

部が僅かに分布するにすぎない。

　主として暗灰色を呈する凝灰質砂岩および同泥岩からなり，随所に凝灰岩および凝

灰角礫岩を挾む。

　砂岩は凝灰質中粒砂岩を主とするが，細粒のものから極粗粒のものまであり，粒度

変化に富む。淘汰はあまり良好でなく，粗粒部と細粒部とが不規則に混在している。

砂岩中に軽石粒が散在することがあるが，またときに黒色の火山砂が密集する
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第 1 図　新第三系比較柱状図



第 2 図　新第三系岩相図

　泥岩は淘汰が悪くシルトがちのものと，泥質のものとがある。シルトがちの泥岩は

一般に堅硬で，ときに硬質頁岩状となる。いずれも非常に凝灰質である。

　凝灰岩および凝灰角礫岩は淡緑色または灰白色を呈し，いずれも軽石質で，まれに

角閃石を含んでおり，岩質上，下位の医王山火砕岩類の主体をなす流紋岩と同質のも

のである。

　浅野川沿岸の市瀬・北袋・覗 ( いずれも鶴来図幅地域内 ) などでは，凝灰質砂岩中

か ら Operculina complanata japonica HANZAWA を 豊 富 に 産 す る。 ま た 各 地 か ら

Chlamys nisataiensis,   Ostrea gravitesta, Phaxus izumoensis (YOKOYAMA) な
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どの 貝 化 石，および Astriclypeus manni,  Echinolampas yoshiwaraiなどのウニ，

またまれに Liquidamberなどの植物化石を産する。

　南隣鶴来図幅地域内でみられる本層と医王山火砕岩層との関係は，明瞭な境界をも

って示されず，むしろ相互に移化しており，医王山の火山活動が減少するにつれて，

徐々に陸源堆積物が堆積したものと思われる。したがって，本層の厚さは各地で変化

し中戸南方で約 170m，浅野川流域で 100mである。

　七曲凝灰岩層

　本層は本図幅地域南縁浅野川沿岸の朝屋附近から，上辰己・山川および額谷にかけ

て分布する。下位の砂子坂凝灰質互層との関係は一般に漸移的であるが，浅野川沿い

の湯涌街道では局地的不整台関係が認められる ( 朝屋－東市瀬間 )。

　本層は主として凝灰質砂岩・同泥岩・軽石質凝灰岩および白色細粒凝灰岩の互層か

らなり，とくにその上部では単層の厚さ 50～ 100cmの板状互層が著しい。

　層厚は額谷附近で 60m，平栗附近で約 100m，山川南方で約 60m，浅野川沿岸で

30～ 40mである。

　本層はその層序的位置から，八尾地域の八尾累層の山田中凝灰岩層，城端地域の土

山凝灰岩層に対比されている 7)。

　玄武岩質岩脈

　本図幅地域にはほとんど露出しないが，南隣鶴来図幅地域内では，医王山累層・砂

子坂凝灰質互層・七曲凝灰岩層を貫ぬく玄武岩質岩脈が各地でみうけられる。いずれ

も幅数m～ 10数mで，黒色，堅硬である。鏡下では斜長石・普通輝石および橄欖石

の斑晶を有し，橄欖石は変質して緑色鉱物と炭酸塩鉱物とに変わっている。石基は間

粒状組織を示し，斜長石・単斜輝石・鉄鉱・少量の鱗珪石およびガラスからなる。

　黒壁玄武岩 14)

　本岩は図幅地域南縁，別所南東方の黒壁附近を中心として，局地的に分布する。層

位的には七曲凝灰岩層の最上部に位置し，上位の朝屋泥岩層に覆われている。普通輝

石橄欖石玄武岩の集塊岩状を呈する熔岩からなり，全般に黒色を呈し，方解石でみた

されている多数の孔隙がある。また同源の捕獲岩を多数含む。鏡下では次の通りであ

る。

　主成分 : 斜長石・橄欖石・普通輝石およびガラス
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　副成分 : 燐灰石および鉄鉱

　　　　 本岩の厚さは黒壁附近でもっとも厚く，40m 以上と思われるが，平栗・

　　　　  山川附近では次第に薄くなり遂に消滅する。

　朝屋泥岩層

　本層は図幅地域南部の朝屋・下辰己・別所・平栗附近に分布する。下位の七曲凝灰

岩層および黒壁玄武岩とは整合関係にある。おもに均質塊状の泥岩およびシルト質泥

岩からなり，新鮮なところでは暗灰色を呈するが，風化すると淡黄色を呈し，軟弱と

なる。一部凝灰質で，軽石の微粒を含むことがある。平栗附近では本層の最下部約

10m に硬質頁岩を主とする板状互層が発達する。本層中には大型化石は少ないが，海

綿骨針・海棲珪藻などを多産し，随所に Makiyama chitanii を含む。二枚貝として

は Yoldia sp. が 認 め ら れ， ま た Schizaster recticanalis な ど の ウ ニ も 各 所 で 産 す

る。本層の厚さは朝屋附近で 40 ～ 100m，平栗・別所および末附近で 130 ～ 150m，

額谷附近で約 120m であるが，これより南では次第に薄くなる。概して層厚の変化

は，みかけ上富樫山地を中心とする背斜の中心部で厚く，浅野川・犀川沿岸の向斜部

で薄くなる傾向がある。この傾向は上位の高窪泥岩層にも認められる。

　II.  2.  2　音 川 累 層

　八尾・五百石地域では本累層は下位の八尾累層と不整合関係にあるが，城端図幅か

ら本図幅にかけての地域では整合である 13)。さらに石動・邑知潟図幅地域では本累層

に局地的ではあるが顕著な岩相および層厚の変化が認められる 13)。これらのことから

示されるように，富山積成盆地全域からみた場合，本累層は垂直的には八尾累層の変

化のはげしい岩相に対してより安定した堆積相を示しているが，盆地の縁辺部あるい

は局地的には基盤の差別運動による盆地の中心の移動とか，いわゆる音川動物群註 1)

で代表される環境の変化などで特徴づけられる地層である。

　本図幅地域内では音川累層は下位から下荒屋凝灰岩層と，高窪泥岩層とに大別され

る。

　下荒屋凝灰岩層

___________________________

註 1) 音 川累 層の 基 底に産し，Glycymeris matsumoriensis,  Lyropecten kagamianus,  Mercenaria 
     ch i taniana,    Dosin ia  e t tyuens is ,    Dosin ia  kaneharai ,    Mya cunei formis ,  Coraeophos
   　  nakamurai などからなる。
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　本層は地域南部の下荒屋・上辰己・末および三小牛から額谷にかけて，細長く分布

する。下位の朝屋泥岩とは一般に整合であるが，下荒屋附近では第 3 図のように一部

第 3 図　下荒屋凝灰岩層と朝屋泥岩層との関係（湯湧街道下荒屋西方の露頭 )

指交 (interfinger) している。本層は安山岩質凝灰角礫岩および軽石質凝灰岩を主と

するが，平栗北方では凝灰質砂岩・シルト岩が発達する。

　下荒屋附近では下部は暗灰色を呈する凝灰質砂岩および軽石凝灰岩からなり，上部

は暗褐色の岩滓凝灰岩からなる。層厚は約 60m である。

　平栗北方では厚さ約 30m で，下部約 10m は安山岩質岩滓凝灰岩・凝灰質泥岩お

よび凝灰質砂岩からなる火砕岩を主とする。中部約 15m は暗青色を呈する凝灰質細

粒砂岩からなり，その下部には細礫が散在する。上部約 5m は凝灰質灰色シルト岩か

らなる。このシルト岩はやゝ硬質で，炭質物および軽石粒を含み，また二枚貝・ウニ

などの化石の破片が認められる。

　これより以西では，本層は灰白色細粒凝灰岩を主とし，厚さは 10m 以下となる。

　高窪泥岩層
　本層は図幅地域南部では下位層と平行的に分布しており，地域北東部にも広く分布

している。下位の下荒屋凝灰岩層とは整合である。

　本層は岩相の特徴から，大まかに下部と上部とに大別される。

　下部は金沢市南方のみに分布する。全般に均質なシルト岩またはシルト質泥岩から

なる。この岩相は朝屋泥岩層の泥岩によく似ている。最下部には僅かに軽石の微粒が

含まれる。上部はシルト岩を主とするが，下部との境附近はやゝ砂質で，炭質物を含

む。窪町南方の沢の上流では薄い白色凝灰岩を挾む。
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　全般に貝化石は少ないが，多数の珪藻および海綿骨針を含む。

　上部は金沢市街の南方および北東方地域に分布する。主として暗灰色～青灰色のシ

ルト岩からなり，風化面に黄色い粉があらわれる特徴がある。砂質部では局部的に刷

毛ではいたあとのような葉理が発達する。またシルト岩中に径 30cm 大の団塊が列を

なして含まれる。上部ほど砂がちとなる傾向がある。全般に貝化石はほとんど含まれ

ないが大桑附近では，本層最上部で Pecten sp.,   Lucina sp.,  Volsella sp., Dentalium

yokoyamai などの化石を多産する。金沢市北東方地域では，上部に顕著な 2 帯の凝

灰岩層が発達し，非常によく連続する。

　本層は金沢市の北東方で 60m 以上，南方では浅野川沿岸で 20 ～ 30m，窪町南方

附近で約 200m，額谷附近で 80m，それ以南では 10m 以下となる。このような層厚

の変化は，朝屋泥岩層の層厚変化と同じく，みかけ上背斜部に厚く，向斜部に薄い傾

向があるが，全体としてはむしろ南で薄く，北方に向かって次第に厚くなる傾向をも

っている ( 第 2 図参照 )。

　II.  2.  3　氷　見　累　層

　氷見累層は図幅地域外の氷見丘陵で藪田シルト岩および夏川層 13)，金沢市周辺で大

桑砂岩層とよばれる地層を総括するもので，富山積成盆地形成の後期の産物であり，

浅海的な堆積相を示す。下位の音川累層との関係は，積成盆地の南縁では不整合が認

められるが，それより北方では次第に整合となる傾向がある。

　本図幅地域では氷見累層は大桑砂岩層で代表される。

　大
お ん ま

桑 砂 岩 層

　本層は金沢市周辺地域に広く分布する。

　下位層との関係はほとんど整合であるが，浅野川および犀川の上流では不整合で次

第に下位層を被覆し，東市瀬の南方では砂子坂凝灰質互層に直接するにいたる。した

がって本層堆積前に，後背地が徐々に隆起して，下位層が削剝されるにいたったこと

がわかる ( 第 5 図 )。

　本層は金沢市の南方では砂岩を主とするが，市の北東方では下部にシルト岩が発達

する。

　シルト岩は全般に砂質で，岩質的には高窪泥岩層上部のシルト岩によく似ている。
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貝化石および有孔虫化石に富み，炭質物の微片を含む。最下部には非常に顕著な凝灰

岩が発達する。この凝灰岩は軽石質で，全般に粗粒，輝石の結晶が認められる。釣部

および牧附近ではその厚さ 20m に及ぶが，北方に向かって次第に薄くなり，2m 以

下となる。なお，この凝灰岩は金沢市の南方では認められない。

第 4 図　礪波丘陵における大桑砂岩層と高窪泥岩層との関係

　大桑砂岩層の主体をなす砂岩は，全般に塊状で，新鮮な部分では暗青色を呈する

が，風化すると黄褐色を呈し軟弱となる。最下部はやゝ粗粒であるが，一般に下部か

ら上部にかけて細粒から中粒へと次第に粗くなる。中部および上部にはときに薄いシ

ルト岩ないし泥岩を挾む。中部には直径 1cm 以下の礫が散在していることがある。

礫種は粘板岩・チャートなどの古期岩類が多い。上部の砂岩中には鉄銹が多く，砂管

を含む層準があり，またときに偽層がみうけられる。

　金沢市の南方地域では，本層の基底から約 20m 上位に，厚さ約 20cm の白色細粒

凝灰岩が見られ，よく連続する。
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　本層から産する貝化石のおもなものは

  Anadara amicula,  Glycymeris  yessoensis ,  Aci la  divaricata,  Dosinia 

japonica, Macoma tokyoensis, Diplodonta usta, Mercenaria stimpsoni, Patino-

pecten tokyoensis. Patinopecten kurosawaensis. Turritella saishuensis. Natica 

janthostoma

などで，寒流系を示すいわゆる大桑－万願寺動物群からなり，時代的には鮮新世後

期 を 示 す 2)3)。 ま た 本 層 か ら は Echinarachnius tsudai, E. mirabilis, Clypeaster

virescens な ど の ウ ニ の 化 石 5)，Nonion japonicum, Hanzawaia nipponica, Pseudo-

polymorphina ishikawaensis, P. okuwaensis, Sigmoidella kagaensis, Bolivina

seminuda, Rotalia japonica などの有孔虫化石 11) の産出が知られている。

　本層の厚さは額谷附近で 110m，山科附近で 130m，森本附近で 150m である。

　II.  2.  4   埴 生 累 層                                           

　富山積成盆地形成末期の堆積物で，地域外の西礪波で埴生互層，金沢市周辺で卯辰

山層とよばれる。ところによって堆積相を異にするが，おもに礫岩・砂岩・泥岩およ

びそれらの互層からなり，潟性あるいは湖性の堆積物と思われる。

　下位層とは地域的に不整合関係で接する。

 卯 辰 山 層

　金沢市街の東方から南方へと，市をとりまくように分布する。下位層とは金沢市周

辺では整合関係であるが，浅野川および犀川の中流地域では不整合で次第に下位層を

第 5 図　新第三系の模式断面図 ( とくに卯辰山層および大桑砂岩層下位層との不整合関係を示す )
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被覆し，医王山火砕岩層まで被覆するにいたる。層厚は山科町南方で 170m 以上，卯

辰山附近で 150m 以上である。

　全般に下部は礫岩および礫質砂岩に富み，中部は砂岩・シルト岩・泥岩およびそれ

らの互層からなる。南東方に向かって，下位層には次第に本層の上部が接しているも

のと思われる。

　全般に岩相変化がはげしい。

　礫岩は直径 10cm 以下，普通 2 ～ 3cm 大の礫からなり，ところによっては著しい

偽層を示す。礫種は安山岩・流紋岩およびこれらの凝灰岩・凝灰角礫岩・粘板岩・

チャート・砂岩などで，亜角礫質のものが多い。

　シルト岩・粘土中には植物片が多い。

　砂岩には中～粗粒のものが多く，随所に斜交層理が発達し，またところによって細

礫が散在している。

　金沢市街の北郊の茅
か や ま

山の切割にみられる成層した泥岩からは，淡水の魚・貝類・陸

上植物・水中植物・淡水珪藻などを多産することがしられている 4)10)。

　かって戸室山近傍産として Parastegodon aurorae MATSUMOTO の産出がしられて

いる 1) が，これはおそらく本層産のものと思われる。

II. 3　第　四　系

　第四系は高位砂礫層・戸室火山噴出物・扇状地堆積物・段丘堆積物・冲積層などか

らなり，いずれも富山積成盆地を形成する運動から，新しい造構運動に変わった時期

の産物である。

　II. 3.1  高 位 砂 礫 層

　卯辰山・戸室周辺・野田山および三小牛附近には，標高 150 ～ 200m の山頂部に平坦

面が認められる。この平坦面には礫・砂および粘土からなる地層が発達している註 2)。

いずれも凝固度が低く，5°以下の傾斜で，一定の走向を示さない。同様な堆積物は富

樫山地の南方 ( 鶴来図幅地域内 ) にも認められるので，これらを一括して高位砂礫

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　註 2)   高位砂礫層としたもののうちにも，卯辰山層・大桑砂岩層と岩質的に区別し難いものがある。



層 14) とよぶ。本層の厚さは一般に 10m 以上と思われるが，卯辰山では 30m に及ぶ。

卯辰山層とは各地で不整合関係にある。本層がどのような條件下で堆積したかについ

ては明らかでなく，今後に残された問題である註 3)。

    II.  3.  2   戸室火山噴出物                                                                                             

　戸室火山は金沢市の南東方に位置している。白山などとともに，大山火山帯の東端

をなすものとされている。戸室山 ( 標高 547.9m) はキコ山 ( 城端図幅地域内 ) とと

もに角閃石安山岩の熔岩円頂丘であり，その周辺に同質の集塊岩が分布している。

噴出の時期は卯辰山層堆積後，高位砂礫層の堆積と同時かそれ以後と思われる。角閃

石安山岩はやゝ粗鬆で，一般に灰色であるが，風化すると褐色をおびる。鏡下の性質

は次のとおりである。

　斑晶：斜長石・酸化角閃石・紫蘇輝石・黒雲母および石英

斜 長 石 は 1 ～ 5mm，累 帯 構 造 が 発 達し，明 瞭 なものには 外 核 部 に 麈 状 包 有

物のあるものがある。酸 化 角閃 石は 3mm 以 下で，す べてその一 部または全 部

が オ パ サ イ ト 化 し て い る。 紫 蘇 輝 石 は 柱 状 で 長 さ 約 0.4mm， 黒 雲 母 は 少 量

で長さ約 1mm，石英はごく少量で約 0.5mm である。

　石基：ガラス基流晶質で斜長石・紫蘇輝石・燐灰石・鱗珪石・鉄鉱およびガラスか

らなる。

　　そのほか斜長石・酸化角閃石・紫蘇輝石および鉄鉱からなる径 1 ～ 3mm の集斑

　状集合体が含まれていることがある。

　II.  3. 3   段丘および段丘堆積物

　森本川・金腐川・浅野川・犀川など，図幅地域内の主要河川の沿岸にはいずれも河

岸段丘が発達している。

　森本川では高さ 10m 程度の段丘が 1 段，ところによって 2 段認められる。残存す

るこれらの段丘の分布および現地形から旧河川の流路が推定される ( 第 6 図 ) が，こ

れによれば，段丘面の形成時期は比較的新しいものと思われる。堆積物は厚いところ

で約 1m でおもに砂礫からなる。

_______________________

　註 3)　卯辰川附近の高位砂礫層中には戸室火山噴出物の礫が含まれるが，戸室周辺，野田山附近では認められ

　　　ない。
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　金腐川では新旧 2 段の段丘面が地形的に推測される。

　これら両河川に較べて，浅野川および犀川沿岸ではとくに段丘の発達が著しい。こ

の地域では第 3 表に示すように，大別して新旧 5 段の段丘が認められる。T1 から T2

までの段丘の状態から，現在みられる浅野川および犀川の両河川が，前には 1 本の河

川であったが T3 堆積以後両河川に分離したことが推定される。

　また金沢市中央部から，その南の泉野出町および野田町附近にかけて，扇状地の古

地形があらわれている。この扇状地は犀川によって下刻され，その表面は T3 段丘面

となっている。したがってかりに T1，T2 段丘を古期段丘，T3，T4 段丘を新期段丘

として，地質図では 2 分した。

第 3 表　段丘の高さ

　段丘堆積物はいずれも砂礫からなり，厚さは一般に数 m ～ 10m である。

　浅野川・犀川の流路に直交する方向の地形断面図を第 7 図に示す。

　II.  3.  4  冲 積 統

　冲積堆積物

　冲積堆積物は河北潟周辺地域に広く発達しており，その他，海岸線の砂丘下および

各河川の河岸に僅かに分布する。

　河北潟周辺地域では，試掘井の資料 8)9) から，地表下約 30m までは砂泥または細砂

を主とし，一部礫層を混える海成層が認められ，これより以深は細砂を主とするが，

数枚の泥炭層を挾み，含有する化石珪藻から汽水性堆積物と考えられている 8)。さ

らに 100m 以深では礫が大部分を占め，泥炭層や腐植土層は認められず，化石珪藻か

らは汽水性堆積物と淡水性堆積物とが混交している堆積環境が推定されている 8)。し
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たがって冲積世初期の海進が普遍的なものとすれば，深さ 30m にある海成層以上の

地層をもって冲積堆積物とみなすことができよう。しかし河北潟周辺地域は鮮新世以

降の後背山地の隆起に対応して著しく沈降したことが予想され，冲積堆積物がさらに

厚くなることも考えられる。

　浜安原から徳光附近にいたる海岸線に扇状地性礫層を覆って冲積層が僅かに発達し

ており，砂丘によって覆われている。この冲積層は青灰色の粘土層を主とし，このな

かに厚さ約 30cm の泥炭層が挾まれている。泥炭層はところにより “ 夾み ” によって

4 ～ 6 枚の薄層に分れ，地域的に岩相が変化する。泥炭層の下位に黒褐色の腐植土層

がみられることがある ( 倉部川の河口南西方 )。

　この冲磧層中には Alnus sp.,  Machilus sp. などの多数の立木埋木がある 16)。その

樹根部は泥炭層下の粘土層中にある。泥炭層からは後期弥生式土器の産出が知られて

いる。

　河川に発達する冲積層は主として砂・礫および粘土からなる。

　扇状地堆積物

　金沢市の南西方には手取川扇状地が，南方には古犀川扇状地が発達しているが，堆

積物としては，各河川の河岸で僅かに認められるにすぎない。おもに礫層からなり，

ときに砂層または粘土層を挾む。礫の大ききは最大 30cm，普通約 15cm で，円磨さ

れたものが多い。礫種は砂岩・チャート・粘板岩その他各種火山岩などである。金沢

市周辺の鑿井資料 ( 第 10 図 ) によれば，これら扇状地堆積物の厚さは 50m 以上に及

ぶが，下限は判明しない。古犀川扇状地の分布の北限は，金石－割出を結ぶ東西線で

示されるものと推定される。泉野附近では扇状地の表面は T3 段丘面に相当してお

り，扇状地の発達は T2 段丘の形成と同時，あるいはその後に行われたものと思われ

る。扇状地堆積物は冲積堆積物とともに，地質図では冲積層として一括した。

　崖錐堆積物

　富樫山地北西縁の山腹部から裾部にかけて，崖錐が発達する ( 山科町－額谷間 )。こ

の附近では直立にちかく急斜した礫岩・砂岩からなる卯辰山層が，地形的にも突出し

た細長い山稜をつくっており，崖錐堆積物はこの卯辰山層の崩壊物で構成されている。

　砂　　　丘

　図幅地域内の海岸線に沿って，砂丘が広く発達している。第 8 図に示すように，大
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第 8 図　　砂 丘 断 面 図 

根布附近の砂丘は標高 35 ～ 50m に達し，その幅員は 1.5km に及んでいる。しかし，

金石港以南では砂丘の発達は次第に悪くなる。

　砂丘は一般に海岸の方に向かってゆるく傾斜し，内陸側で急傾斜となっている。

　砂丘を構成する砂粒は径 0.2 ～ 0.3mm で，内陸側の方がやゝ粗い傾向にある。

　大野および大根布附近では砂丘から松林の埋没林が発見されており，砂丘の移動が

あったことがうかヾわれる。現在では砂防工事を行ったり，植林やすがきをつくるこ

とによって内陸側への砂の移動を防いでいる。

II. 4　地 質 構 造

　本図幅地域の地質構造は比較的単調で，富樫山地には北方に向かってピッチするゆ

るい背斜構造があり，浅野川および犀川沿岸には同じく北方にピッチするゆるい向斜

構造があるが，礪波丘陵の大部分では地層はほとんど平坦となっている。そして特徴

的なことには，全般に緩傾斜の新第三系が，礪波丘陵および富樫山地の両地域とも，

その北西縁の加賀平野に接する附近で著しく急傾斜となり，いわゆる森本撓曲を形成

している。とくに額谷以南では，卯辰山層および大桑砂岩層が垂直となり，さらにと

ころによっては逆転構造を示している。

　断層には著しいものはないが，礪波丘陵では地域的に小規模な正断層が密集する傾

向があるようである。いずれも落差 1 ～ 2m であるから，地質図では省略してある。

　また山川附近では小範囲ではあるが，かなり急斜した褶曲帯があり，褶曲軸に平行

した小断層がある。

　卯辰山層がこのような褶曲および撓曲運動をうけているので，このような構造運動
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は更新世になって著しくなったものと思われる。すなわち南部が隆起し，北部が沈降

する傾動運動によって形成された北陸層群が，更新世の波曲的な運動によって変形さ

れ，現在みられる地質構造となったものであろう。

III. 　応　用　地　質

III. 1　天然ガス 9)12)

　河北潟の東岸は水溶性天然ガスの産地として注目されている。ガス徴の認められる

範囲は，南は金沢市今昭町附近から北は河北郡津幡町川尻 ( 津幡図幅地域内 ) 附近に

及ぶが，浅野川・金腐川・森本川などの扇状地には認められない。

　ガスを含む地層は第四紀の砂礫層で，細礫～粗粒砂・細粒砂・砂質粘土および粘土

などの互層からなっている。この砂礫層は，鮮新世以降の後背山地の傾動的隆起に対

応する平地部の造盆地的沈降に伴なって埋積されたもので，その堆積環境は汽水～淡

水性を示しており，厚さは 300m を超えるものと推定される。

　ガス層は深度によって次の 4 層が認められる 9)。

　　　深度　　　25 ～ 30m　　　　GI  層

　　　〃　　　　40 ～ 70m　　　　GII 層

　　　〃　  　   100 ～ 120m     　　GIII 層

　　　〃　         140m 以深　　　  GIV 層

　250m 以深は含水層である。

　これらのガスは，いずれもその成分から CH4 ～ N2 系のガスに属している。

　河北潟地域のガスの飽和埋蔵量 12) は次の通りである。

    　埋　蔵　面　積　(km2）　　　　　　　飽　和　埋　蔵　量　(m3)

　　　イ )　確　定　　9.0　　　　　　　　　　　　2.25 × 107

　　　ロ )　推　定　 10.75　　　　　　　　　 　　 2.60 × 107

　　　ハ )　予　想　 34.50　　　　　　　　　 　13.425 × 107

　　　ニ )　　計　　 54.25　　　　　　　　　 　18.275 × 107　



　　　　　　　　　　　　　III.  2　地　下　水 15)

　水環境および水利用
　金沢市街地は犀川と浅野川とに挾まれた台地を中心に発達しており，市街地から北

方に向かっては，排水河川の河況を呈する浅野川が河北潟に流れこむまで約 1/750 の

勾配の平野を形成している。また市街地から西に向かって，一部分供給河川の河況を

呈する犀川が日本海に注いでおり，約 1/1,000 の勾配で加賀平野の枢要部を形成して

いる。

　金沢市街地の南西方約 13km には鶴来町 ( 鶴来図幅地域内 ) があり，こゝを扇頂部と

して手取川の扇状地が拡がっており，金沢市のほとんど南限附近まで 1/150 程度の勾

配の斜面がのびて来ている。海岸線は N 45°E の方向に直線状をなしており，犀川と

河北潟の排水路である大野川以西には標高 30 ～ 50m の砂丘が発達し，内側に平野を

つゝみ，あたかも平野内部の排水を両河道のみに委ねているかのようになっている。

古来犀川および浅野川流域一帯はこうした状況から排水不良のため，地下浅部の地下

水は水質がわるく，平野部における集落の用水源は地下深部の地下水を利用する掘抜

井戸によってもっぱらまかなわれていた。したがって，金沢市附近は本邦掘抜井戸利

用地帯のうちでも有力なものの一つとなっている。

　一方農業用水は，犀川および浅野川両水系の表流水で，約 3,000 町歩の水田を灌漑

している。そのほか補給水源として地下水の利用も行われている。そのなかには自噴

量 600m3/ 日，揚水量 4,000m3/ 日以上に達する灌漑用井戸もある。

　金沢市は昭和 5 年以来寺津農業用水路から分水をうけて，上水道ができ，現在では

最大 42, 000m3/ 日の原水を処理するまでに至っている。なお別に昭和 26 年補助水源

として，市内笠舞に水源井 3 本を設け，8,00Om3/ 日の上水を得，これらを合わせて

市街地の大部分に給水を行っている。さらに犀川下流に水源 2 ヵ所を予定し，22,000

m3/ 日の集水量を追加し，最終的には 22 万人を給水対象とする計画が用意されてい

る。

　さらに金沢市は工業都市としてはまだ今後に開発が残されているが，大和紡績金沢

工場以下既設の工場約 40 の用水源は，一部の染色および製紙関係を除いて大部分地
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下水に依存しており，その利用量はすでに 40,000m3/ 日以上にも達している。

　以上のような状況から判断して，農工業および上水道用の井戸群の揚水量と，一般

民家の飲用に供されている掘抜井戸群 ( 推定 5,000 本 ) の自噴量を合計すると，夏季

最盛期には，金沢市だけで 150,000m3/ 日以上の地下水の排水が行われているものと

推定される。これらの地下水利用地帯は約 60km2 に相当することとなり，1km2 当り

の平均地下水排水量は 2,500m3/ 日に相当する。単位面積当りの排水量としてのこの

数字は，他地域に比較して豊富な地下水の分布地帯であることを示しているものとみ

ることができよう。

　鑿井地層断面図からみた帯水層の分布

　蒐集された 40 余本の鑿井地層断面図から平野部の地下地質を大観すると，第 10 図

のようにまとめられる。最深井は専売公社金沢地方局の 2 号井 209m で，このほか福

久町にある加賀天然ガス株式会社にもガス井として 200m 級のものがある。

　金沢市上水源笠舞 2 号井などのある低位段丘帯では 65m 以深に，また金沢大学医

学部，商工会議所などの井戸のある高位段丘帯では 75 ～ 90m 以深に，それぞれ砂岩

層が分布している。この砂岩層は帯水層となっており，金沢市街地でもこの部分まで

掘鑿して，砂岩中の地下水を利用している井戸が少なくない。この砂岩層は，鑿井資

料のみでは明らかでないが大桑砂岩層に相当する可能性がある。

　一方卯辰山層以上の地層中の地下水を利用している井戸は，少なくとも市街地一帯

では 20m 以深のものが該当しているようであるが，卯辰山層とその上位に重なる地

層との区別は，両者に含まれる地下水の水質もとくに相違していないので，困難であ

る。

　第 10 図に示すように，金沢市街地一帯と，白菊・糸田・八日市などの市南部地区

とでは，とくに礫層の発達が顕著に認められ，また北部の福久・高柳・玉鉾・古府な

どの一帯では粘土層が厚く，おもに砂層が帯水層となっていることが明らかである。

　市南部の礫層の多い地帯は，犀川の扇状地にも当るが，また手取川の扇状地末端に

も近く，地層の細部変化はかなり複雑である。手取川からもたらされたと推定される

礫層は，手取川に近づくに従って，漸次巨礫の堆積に移化し，礫のみで 40m 以上の

厚さに達している。

　自由面地下水および被圧面地下水の分布
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　この地域では自由面地下水と被圧面地下水との利用地域が画然と区分されている。

すなわち，砂丘地末端の倉部部落の南部よりほヾ真東に向かう一線によって，北部は

被圧面地下水の利用地帯，そしておそらくはその分布地帯となっており，南部は自由

面地下水の利用地帯，おそらくはその分布地帯となっている。

　南部一帯では，手取川の扇状地堆積物が相当深部まで発達しており，表土 2 ～ 3m

以下はほとんどが巨礫からなり，一部砂礫あるいは砂を含む程度であって，不透水層

を挾有しておらず，南によるに従って地下水面までの深さも低くなり，地下水位 20 ～

30m 前後の部分もみとめられる。また豊水期，渇水期による水位の変化も著しく，

したがって掘井戸の掘鑿も容易でなく，大部分は一部落 1 ～ 2 眼の掘井戸による簡易

水道が普及している。

　北部地域では，南部と異なり不透水層の発達がみられ，したがって被圧面地下水が

分布している。帯水層は境界線附近において礫層であるが，北方に向かうに従って次

第に砂礫あるいは砂などの比較的細かいものに移化してゆく傾向がみられる。

　水温，水比抵抗および水質

　地下水の水温は，深度別にも地域別にもほとんど変化がみられない。すなわち南部

の自由面地下水および自噴帯，そのほかの被圧面地下水はすべて 12 ～ 15℃台を記録

しており，日本海側地下水共通の低い温度を示している。

　また水比抵抗は昭和 32 年夏季にあって，犀川表流水 ( 大桑橋下 ) が 14,000 Ω -cm

前後，浅野川 ( 館町附近 ) および伏見川 ( 二万堂橋下 ) がそれぞれ 13,000 Ω -cm を

示している。手取川は鶴来町船岡地先で 10,000 Ω -cm であり，前述 3 河川に比較す

るとやゝ低い値となっている。

　地下水の水比抵抗については，犀川右岸側に犀川表流の水比抵抗とほとんど同値を

示す 10,000 Ω -cm 以上の部分が，大豆田本町の大和紡績および若宮町一帯からはじま

って北北西方向に向かって細長く伸びているのがまず指摘される。この 10,000 Ω -cm

以上の値を示す一帯は，犀川の水がもっともよく供給され，しかも活溌に流動してい

る一帯と推定される。浅野川の表流の滲透を示す徴候がみられる箇所はまったくな

く，この一帯の地下水がおもに犀川によるものであることは明らかである。大場およ

び福久一帯の地下水中にはメタンガスを伴なっており，いずれも水比抵抗は低い値を

示し，ほとんど停滞しているということができる。
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　犀川左岸側においては，10, 000 Ω -cm 台のものが，白菊町および中村町一帯の犀川

沿岸に分布しているが，右岸側のようには平野部に向かって突出した分布を示してい

ない。僅かに 8, 000 Ω -cm 台のものが不規則に比較的広範囲に分布しているが，こ

れはおそらく手取川扇状地の地下水の影響をもかなりうけており，両者が入り乱れて

存在しているものと推定される。

　地下水の水質については，一般に HCO3
－の含有量が多いと同時に，全硬度が比較

的高く，これらはとくに自噴帯および手取川水系の地下水に顕著である。鉄および珪

酸が少なく，また海岸部にも塩水の混入している形跡がない。

　自噴帯の規模

　自噴井戸の分布は第 9 図に示した通りであり，自噴帯の面積は 36km3 となる。

　井戸深度は南部において約 14 間 (25m) であり，北部に向かうに従って，徐々に

深度を増し，河北潟附近に至って 40 間 (70m) 前後となっている。その傾斜方向は

北北西であり，現在の犀川の流路や，海岸線方向には関連性がみられない。また往時

に比較して自噴量の減少がみられるとともに，自噴帯の面積も年々狭まってきている

ようである。

　　　　　　　　　　　　　　　III.  3　鉱　　泉

　本図幅地域内では各地で鉱泉の湧出が認められる。鉱泉の所在地は，ほとんど高窪

泥岩層および大桑砂岩層中にあるが，一部下荒屋凝灰岩層の分布地域中にみられる。

泉質は塩類泉のものが多く，おそらく大部分の鉱泉の母岩は高窪泥岩層で，油田鹹水

に関係のあるものではないかと思われる。

　第 4 表に図幅地域内の鉱泉について記す。

　いずれも低温で，加熱して浴用に供している。
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第 4 表 　鉱 泉 一 覧 表

　　　　　　　　　　　　　　III.  4　石　　材

　戸室山の周辺地域では，戸室火山の角閃石安山岩を随時採石しているが，大規模に

は利用されない。往年尾山城構築の際には石垣石としてこれを利用したといわれ，い

わゆる戸室石として知られている。
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   (Abstract) 

　GEOLOGY 

    The  shee t -map  a rea  i s  s i tua ted  in  the  Hokur iku  reg ion ,   Cen t ra l 

Japan ,   and  faces  to  the  Japan  Sea .  The  s t r a ta  exposed  in  th i s  a rea 

a re  composed  o f  the  Neogene  Ter t i a ry  sed imen t s  (Hokur iku  g roup) 

and  the  Qua te rna ry  sed imen t s .  The  geo log ica l  success ion  i s  shown 

in Table 1.
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Table 1

     1. Hokuriku group 

   The  Neogene Ter t ia ry  sediments  cons is t  of  the  Yatsuo,   Otogawa,  

H imi  an d  H an yū  f o r m a t io n s  i n  a s c e n d in g  o r de r.   Th e  ag e  o f  t he s e 

formations ranges from middle Miocene to Pliocene. 

   Yatsuo  format ion     The  lower  pa r t  i s  composed  o f  ac id i c  tu ff ,  

tuff -breccia ,   tuffaceous  sands tone  and tuffaceous  mudstone .   These 

rocks yield molluscan fossi ls ,   so-called “Yatsuo-Kadonosawa” fauna. 

Accordingly this  part  shows sedimentary facies  of  shal low sea in the
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ear ly  s tage of  t ransgression which succeeds to  volcanic  act ivi ty.  The 

uppe r  pa r t  cons i s t s  ma in ly  o f  mass ive  muds tone ,   and  shows  more 

s t a b l e  r o c k  f a c i e s  t h a n  t h e  l o w e r  p a r t .  L a v a  f l o w s  o f  b a s a l t  a r e 

intercalated in the middle part  of  the formation,   but  in small  extent . 

    Otogawa formation 　 This formation is conformable to the under-

l y i n g  Ya t s u o  f o r m a t i o n .  T h e  l o w e r  p a r t  i s  c o m p o s e d  o f  a n d e s i t i c 

tuff  and tuffaceous sandstone,  and the upper part  consists of massive 

muds tone  o r  s i l t s tone  in te rca la ted  wi th  a  f ew layers  o f  ac id ic  tu ff . 

Mol luscan  foss i l s  i s  poor,   bu t  foss i l  d ia tom y ie lds  abundant  in  the 

formation. 

    Himi formation     It covers unconformably the Otogawa formation,  

a n d  r e s t s  d i r e c t l y  o n  t h e  Ya t s u o  f o r m a t i o n  i n  t h e  a r e a  a l o n g  t h e 

Asano river.  The formation consists  principally of massive sandstone,  

and  con ta ins  many  mol luscan  foss i l s ,   so -ca l l ed  “Omma-Mangan j i” 

f a u n a  s h o w i n g  O y a s h i o  t y p e .  T h e  f o r m a t i o n  i s  r e p r e s e n t e d  b y  t h e 

Omma sandstone member. 

    H a n y ū  f o r m a t i o n     T h i s  f o r m a t i o n  i n  t h e  a r e a  i s  c a l l e d  t h e 

Uda tsuyama format ion .  I t  cons i s t s  o f  conglomera te ,   sands tone  and 

a l t e rna t i on  o f  s ands tone  and  muds tone .  The  fo rma t ion  occu r r ed  i n 

the  regress ional  s tage .  They y ie ld  p lant  foss i l  and f resh  or  brackish 

molluscan fossils at many places. 

    2. Quaternary sediments 
    Q u a t e r n a r y  s e d i m e n t s  a r e  c o m p o s e d  o f  t e r r a c e  d e p o s i t s ,   f a n 

depos i t s  and  a l luv ia l  depos i t s .  They  a re  e ros ion  p roduc t s  when  the 

Toyama sedimentary basin was dissected. 

 ECONOMIC GEOLOGY 

    N a t u r a l  g a s  i s  f o u n d  i n  t h e  Q u a t e r n a r y  s e d i m e n t s  o n  t h e  e a s t 

s i d e  o f  K a h o k u - g a t a ,   b u t  t h e  p r e s e n t  p r o d u c t i o n  i s  s m a l l .  H o r n -

b l e n d e  a n d e s i t e  f r o m  To m u r o  v o l c a n o  i s  f r e q u e n t l y  q u a r r i e d  f o r 

b u i l d i n g  s t o n e .  S e v e r a l  m i n e r a l  s p r i n g s  i s s u e  i n  t h e  Te r t i a r y 

s e d i m e n t a r y  r o c k s .  T h e y  b e l o n g  t o  s a l t  s p r i n g .
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